
日本原価計算研究学会 2020 年度 第 46 回全国大会開催概要 

 

１．開催概要 

（１）会員総会・自由論題報告：12 月 6 日（日） 

  Zoom によるオンライン開催（Zoom の URL はメーリングリスト等で案内いたします） 

（２）ポスターセッション：11 月 28 日（土）～12 月 6 日（日）：会員ホームページ 

 

２．開催スケジュール（12 月 6 日） 

8：30 オンライン（アクセス開始） 

9：00 開会  

 

 第１セッション 9：10～10：35 （85 分）  

司 会：澤邉紀生（京都大学） 

第１報告：上東 正和（富山大学） 

     わが国製造業、非製造業のミニ・プロフィットセンター導入の実態と展望 

－他の管理会計手法との関係を中心に－ 

第２報告：牧野 功樹（釧路短期大学） 

中小企業におけるマネジメント・コントロール・システムの導入要因とその経済的帰結 

―北海道釧路・根室地域における質問票調査－ 

第３報告：大浦 啓輔（立命館大学）、河合隆治（同志社大学）、坂口順也（名古屋大学） 

    わが国における組織間マネジメント・コントロール研究の知見 

 各報告：25 分（報告者からの補足説明７～10 分程度、質疑応答 15 分程度）以下同じ 

 

第２セッション 10：55～12：20（85 分） 

司 会：横田絵理（慶應義塾大学） 

第１報告：池側 千絵（青山学院大学大学院会計プロフェッション研究科） 

管理会計担当者のビジネスパートナーとしての役割・知識・スキルと組織業績への貢献知覚 

第２報告：妹尾剛好（中央大学）・吉田栄介（慶應義塾大学）・福島一矩（中央大学） 

非製造業における探索と深化，両利きの経営が日本的管理会計行動に与える影響 

－製造業との比較分析－ 

第３報告：荻原 啓佑（早稲田大学大学院商学研究科） 

目標原価の設定方式の違いが困難度とコミットメントに与える影響 

―原価企画に携わるエンジニアに焦点を当てて― 

 

 会員総会 13：20～14：40（80 分）  

   

第 3 セッション 15：00～16：20（80 分） 

司 会：澤邉紀生（京都大学 

第１報告：日置孝一（神戸大学経営学研究科研究員）・末松栄一郎（埼玉大学人文社会科学研究科） 

行動選択における戦略情報およびインセンティブ情報呈示の効果 

第２報告：天王寺谷 達将（岡山大学） 

持続可能な開発に資するマテリアルフローコスト会計研究の課題 

第３報告：水野 真実（九州大学大学院 経済学研究院） 

DPC データを活用した病院 TDABC モデルの開発と検証 

 

３．参加費 

  無料 


